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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを記憶する記憶部と、
　媒体を光学的に読み取る読取部と、
　前記読取部による前記媒体の読み取りに応じて、読み取り結果に基づく読取データを取
得し、取得した前記読取データに基づいて画像ファイルを生成し、生成した前記画像ファ
イルを前記記憶部に記憶させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記画像ファイルを生成する際に、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るように分割
された複数の前記画像ファイルを生成し、生成した複数の前記画像ファイルをそれぞれの
ファイル名に関連性を持たせることにより関連付け、最後に生成された画像ファイルのフ
ァイル名に最後に生成された画像ファイルであることを示す情報を付与し、前記記憶部に
記憶させる機能を有する
　読取装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　関連付けた複数の前記画像ファイルに基づいて、複数の前記画像ファイルのそれぞれに
記録された画像を結合して出力する機能を有する請求項１に記載の読取装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
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　関連付けた複数の前記画像ファイルに基づいて、複数の前記画像ファイルのそれぞれに
記録された画像を結合して印刷出力する機能を有する請求項２に記載の読取装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　関連付けた複数の前記画像ファイルに基づいて、複数の前記画像ファイルのそれぞれに
記録された画像を結合して表示出力する機能を有する請求項２又は３に記載の読取装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記読取部による前記媒体の読み取りに基づいて、前記媒体に記録された画像に対応す
るサムネイル画像が記録されたサムネイル画像データを生成し、生成した前記画像ファイ
ルと関連付けて前記記憶部に記憶させる請求項１から４のいずれか１項に記載の読取装置
。
【請求項６】
　前記制御部は、
　分割された複数の前記画像ファイルを生成する場合、前記サムネイル画像データに記録
された前記サムネイル画像に、複数の前記画像ファイルの境界を示す画像を記録する請求
項５に記載の読取装置。
【請求項７】
　複数の前記画像ファイルの境界を示す画像は、破線である請求項６に記載の読取装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
　複数の前記画像ファイルのそれぞれのファイル名に、複数の前記画像ファイルに共通す
る情報を含めることにより、複数の前記画像ファイルのそれぞれのファイル名に関連性を
持たせる請求項７に記載の読取装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　複数の前記画像ファイルを、前記記憶部の記憶領域に連続して記憶することにより、複
数の前記画像ファイルを関連付ける請求項１から７のいずれか１項に記載の読取装置。
【請求項１０】
　データを記憶する記憶部と、媒体を光学的に読み取る読取部と、を備える読取装置の制
御方法であって、
　前記読取部による前記媒体の読み取りに応じて、読み取り結果に基づく読取データを取
得し、取得した前記読取データに基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るよう
に複数の画像ファイルを生成し、生成した複数の前記画像ファイルをそれぞれのファイル
名に関連性を持たせることにより関連付け、最後に生成された画像ファイルのファイル名
に最後に生成された画像ファイルであることを示す情報を付与し、前記記憶部に記憶させ
る読取装置の制御方法。
【請求項１１】
　読取装置に、
　読取装置の読取部による媒体の読み取りに応じて、読み取り結果に基づく読取データを
取得させ、
　取得させた前記読取データに基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るように
分割された複数の画像ファイルを生成させ、生成した複数の前記画像ファイルをそれぞれ
のファイル名に関連性を持たせることにより関連付け、最後に生成された画像ファイルの
ファイル名に最後に生成された画像ファイルであることを示す情報を付与する、
　プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、読取装置、読取装置の制御方法、制御装置、及び、プログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、読取部（読取手段）により媒体（原稿）を読み取り、読み取り結果に基づいて画
像ファイルを生成し、記憶する読取装置（画像読取装置）が知られている（例えば、特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４５６１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した読取装置のように、読み取り結果に基づいて画像ファイルを生成するものでは
、画像ファイルのファイルサイズに上限が設けられる場合がある。このような場合、ファ
イルサイズに上限が設けられていることに対応する処理を行う必要がある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、読取部により媒体を読み取って
読み取り結果に基づいて画像ファイルを生成する読取装置について、画像ファイルのファ
イルサイズに上限が設けられていることに対応する処理を実行することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、データを記憶する記憶部と、媒体を光学的に読
み取る読取部と、前記読取部による前記媒体の読み取りに応じて、読み取り結果に基づく
読取データを取得し、取得した前記読取データに基づいて画像ファイルを生成し、生成し
た前記画像ファイルを前記記憶部に記憶させる制御部と、を備え、前記制御部は、前記画
像ファイルを生成する際に、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るように分割された複
数の前記画像ファイルを生成し、生成した複数の前記画像ファイルを関連付けて前記記憶
部に記憶させる機能を有する読取装置。
　この構成によれば、読取装置は、読取部による媒体の読み取り結果について、損失を発
生させることなく、読み取り結果に基づく画像ファイルであって、ファイルサイズがサイ
ズ上限を下回る画像ファイルを記憶部に記憶することができる。すなわち、読取装置は、
画像ファイルのファイルサイズに上限が設けられていることに対応する処理を実行できる
。
【０００６】
　また、本発明は、前記制御部は、関連付けた複数の前記画像ファイルに基づいて、複数
の前記画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して出力する機能を有する。
　この構成によれば、読取装置は、画像ファイルが、複数、生成された場合に、複数の画
像ファイルに基づいて、読取部により読み取られた画像と同一性を有する画像を出力でき
る。
【０００７】
　また、本発明は、前記制御部は、関連付けた複数の前記画像ファイルに基づいて、複数
の前記画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して印刷出力する機能を有する。
　この構成によれば、読取装置は、画像ファイルが、複数、生成された場合に、複数の画
像ファイルに基づいて、読取部により読み取られた画像と同一性を有する画像を印刷出力
できる。
【０００８】
　また、本発明は、前記制御部は、関連付けた複数の前記画像ファイルに基づいて、複数
の前記画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して表示出力する機能を有する。
　この構成によれば、読取装置は、画像ファイルが、複数、生成された場合に、複数の画
像ファイルに基づいて、読取部により読み取られた画像と同一性を有する画像を表示出力
できる。
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【０００９】
　また、本発明は、前記制御部は、前記読取部による前記媒体の読み取りに基づいて、前
記媒体に記録された画像に対応するサムネイル画像が記録されたサムネイル画像データを
生成し、生成した前記画像ファイルと関連付けて前記記憶部に記憶させる。
　この構成によれば、制御部は、記憶部に記憶させたサムネイル画像データに基づいて、
サムネイル画像データを利用した処理を実行できる。
【００１０】
　また、本発明は、前記制御部は、分割された複数の前記画像ファイルを生成する場合、
前記サムネイル画像データに記録された前記サムネイル画像に、複数の前記画像ファイル
の境界を示す画像を記録する。
　この構成によれば、読取装置は、サムネイル画像データに基づいてサムネイル画像を表
示出力する場合において、画像ファイルと画像ファイルとの境界を明示することができる
。
【００１１】
　また、本発明は、複数の前記画像ファイルの境界を示す画像は、破線である。
　この構成によれば、境界を表す場合に広く用いられる破線を利用して、画像ファイルの
境界を的確に明示できる。
【００１２】
　また、本発明は、前記制御部は、複数の前記画像ファイルのそれぞれのファイル名に関
連性を持たせることにより、複数の前記画像ファイルを関連付ける。
　この構成によれば、制御部は、ファイル名の関連性に基づいて、読取部の読み取り結果
に基づいて分割して生成された複数の画像ファイルを関連付けて管理できる。
【００１３】
　また、本発明は、前記制御部は、複数の前記画像ファイルのそれぞれのファイル名に、
複数の前記画像ファイルに共通する情報を含めることにより、複数の前記画像ファイルの
それぞれのファイル名に関連性を持たせる。
　この構成によれば、制御部は、ファイル名に的確に関連性を持たせることができる。
【００１４】
　また、本発明は、前記制御部は、複数の前記画像ファイルを、前記記憶部の記憶領域に
連続して記憶することにより、複数の前記画像ファイルを関連付ける。
　この構成によれば、制御部は、複数の画像ファイルが記憶部の記憶領域に連続して記憶
されることを利用して、読取部の読み取り結果に基づいて分割して生成された複数の画像
ファイルを関連付けて管理できる。
【００１５】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、データを記憶する記憶部と、媒体を光学
的に読み取る読取部と、を備える読取装置の制御方法であって、前記読取部による前記媒
体の読み取りに応じて、読み取り結果に基づく読取データを取得し、取得した前記読取デ
ータに基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るように複数の画像ファイルを生
成し、生成した複数の前記画像ファイルを関連付けて前記記憶部に記憶させる。
　この構成によれば、読取装置は、読取部による媒体の読み取り結果について、損失を発
生させることなく、読み取り結果に基づく画像ファイルであって、ファイルサイズがサイ
ズ上限を下回る画像ファイルを記憶部に記憶することができる。すなわち、読取装置は、
画像ファイルのファイルサイズに上限が設けられていることに対応する処理を実行できる
。
【００１６】
　また、上記目的を達成するために、本発明の制御装置は、媒体を光学的に読み取る読取
装置の読み取り結果に基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るように分割され
て生成された複数の画像ファイルに基づく描画データを取得し、取得した前記描画データ
に基づいて、複数の前記画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して表示部に表
示させる。
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　この構成によれば、制御装置は、読取装置により複数の画像ファイルが生成された場合
において、読取装置により読み取られた画像と同一性を有する画像を表示できる。
【００１７】
　また、本発明は、前記描画データは、前記読取装置で読み取った画像のサムネイル画像
に関する情報を含み、前記描画データに基づいて、サムネイル画像を前記表示部に表示さ
せる。
　この構成によれば、ユーザーは、読取装置の読み取り結果に基づく画像のサムネイル画
像を参照できる。
【００１８】
　また、本発明は、前記描画データに基づいてサムネイル画像を表示する際、複数の前記
画像ファイルの境界を示す画像を表示する。
　この構成によれば、制御装置は、サムネイル画像を表示する場合において、画像ファイ
ルと画像ファイルとの境界を明示することができる。
【００１９】
　また、本発明は、複数の前記画像ファイルの境界を示す画像は、破線である。
　この構成によれば、境界を表す場合に広く用いられる破線を利用して、画像ファイルの
境界を的確に明示できる。
【００２０】
　また、上記目的を達成するために、本発明のプログラムは、読取装置に、読取装置の読
取部による媒体の読み取りに応じて、読み取り結果に基づく読取データを取得させ、取得
させた前記読取データに基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回るように分割さ
れた複数の画像ファイルを生成させる。
　この構成によれば、読取装置に、読取部による媒体の読み取り結果について、損失を発
生させることなく、読み取り結果に基づく画像ファイルであって、ファイルサイズがサイ
ズ上限を下回る画像ファイルを生成させることができる。すなわち、読取装置に、画像フ
ァイルのファイルサイズに上限が設けられていることに対応する処理を実行させることが
できる。
【００２１】
　また、上記目的を達成するために、本発明のプログラムは、制御装置に、媒体を光学的
に読み取る読取装置の読み取り結果に基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回る
ように分割されて生成された複数の画像ファイルに基づく描画データを取得させ、取得さ
せた前記描画データに基づいて、複数の前記画像ファイルのそれぞれに記録された画像を
結合して表示部に表示させる。
　この構成によれば、制御装置に、読取装置が読み取り結果に基づいて複数の画像ファイ
ルを生成した場合において、読取装置により読み取られた画像と同一性を有する画像を表
示させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】媒体処理装置の機能的構成を示すブロック図。
【図２】媒体処理装置の動作を示すフローチャート。
【図３】画像バッファーを示す図。
【図４】サムネイル画像を示す図。
【図５】外部装置、媒体処理装置の動作を示すフローチャート。
【図６】外部装置、媒体処理装置の動作を示すフローチャート。
【図７】表示画面を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る媒体処理装置１（読取装置）の機能的構成を示すブロック図
である。
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　媒体処理装置１は、当該装置に装着された媒体に画像を印刷する機能、及び、媒体を光
学的に読み取る機能を有する装置である。本実施形態に係る媒体処理装置１は、印刷する
対象の媒体、及び、読み取る対象の媒体として、大型の媒体を装着可能である。一例とし
て、媒体処理装置１には、媒体として、単票紙の場合は「Ａ０」サイズの用紙を装着可能
であり、また、ロール紙の場合は用紙幅が「９００ミリ」を超える用紙を装着可能である
。なお、媒体は、紙媒体の用紙に限らず、媒体処理装置１に装着可能であり、媒体処理装
置１が印刷を行う対象とすることができ、また、媒体処理装置１が読み取りを行う対象と
することができるものを意味する。例えば、媒体として、フィルムや、繊維等がある。
　以下、媒体処理装置１が印刷対象とする媒体を「印刷媒体」といい、媒体処理装置１が
読み取り対象とする媒体を「読取媒体」という。
【００２４】
　図１に示すように、媒体処理装置１は、制御部１０と、記憶部１１と、搬送部１２と、
読取部１３と、通信部１４と、印刷部１５とを備える。
　制御部１０は、ＣＰＵや、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＡＳＩＣ、信号処理回路等を備え、媒体処
理装置１の各部を制御する。制御部１０は、例えばＣＰＵが、ＲＯＭに記憶されたプログ
ラムをＲＡＭに読み出して処理を実行し、また例えばＡＳＩＣに実装された機能により処
理を実行し、また例えば信号処理回路で信号処理を行って処理を実行する等、ハードウェ
ア及びソフトウェアにより処理を実行する。
　記憶部１１は、ＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリーを備え、データを記憶する。
　搬送部１２は、媒体処理装置１に装着された読取媒体を搬送する搬送機構を備え、制御
部１０の制御で、読取媒体を搬送方向に搬送する。また、搬送部１２は、媒体処理装置１
に装着された印刷媒体を搬送する搬送機構を備え、制御部１０の制御で、印刷媒体を搬送
方向に搬送する。
【００２５】
　読取部１３は、ＣＩＳ（Contact Image Sensor）モジュールを備える。ＣＩＳモジュー
ルは、ＣＭＯＳイメージセンサーが、搬送部１２が読取媒体を搬送する搬送方向と直交す
る方向（以下、「ライン方向」という。）に沿ってライン状に配置されたラインセンサー
を備える。なお、本実施形態では、読取部１３は、媒体処理装置１に装着可能な最大幅の
読取媒体の幅の長さよりも、長さが長いラインセンサーを有するＣＩＳモジュールを１つ
備える。ただし、複数のＣＩＳモジュールを千鳥状に配置し、千鳥状に配置された複数の
ＣＩＳモジュールにより、読取媒体を読み取る構成でもよい。また、本実施形態では、媒
体処理装置１による読取媒体の読み取り方式は、ＣＭＯＳイメージセンサーを用いたＣＩ
Ｓ密着センサー方式である。ただし、読み取り方式は、ＣＩＳ密着センサー方式に限らな
い。例えば、読み取り方式は、ＣＣＤイメージセンサーを用いたＣＣＤ光学縮小方式でも
よい。
【００２６】
　読取部１３は、制御部１０の制御で、ＣＩＳモジュールのラインセンサーにより、搬送
部１２に搬送される読取媒体を光学的に読み取り、Ａ／Ｄ変換等の必要な信号処理を行っ
て読み取り結果に基づくデータを制御部１０に出力する。制御部１０は、読取部１３から
入力されるデータに基づいて画像ファイルを生成し、記憶部１１に記憶する。読取部１３
が読取媒体を読み取る処理、及び、制御部１０が画像ファイルを生成する処理については
、後に詳述する。
【００２７】
　通信部１４は、制御部１０の制御で、所定の通信規格に従って外部装置２と通信する。
　印刷部１５は、印刷媒体に画像を印刷する印刷機構を備え、制御部１０の制御で、印刷
媒体に印刷する。印刷機構は、媒体処理装置１に装着された印刷媒体にインクを吐出して
ドットを形成するインクジェットヘッドや、インクジェットヘッドを走査方向に操作させ
るキャリッジ、印刷媒体を搬送するカッターユニット、インクが付着した印刷媒体を乾燥
するヒーター等を備える。
【００２８】
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　外部装置２（制御装置）は、媒体処理装置１と通信可能な装置である。外部装置２は、
媒体処理装置１にＵＳＢケーブル等で、直接、接続された装置でもよく、媒体処理装置１
とローカルエリアネットワークを介して接続された装置でもよく、媒体処理装置１とイン
ターネットを含むグローバルネットワークを介して接続された装置でもよい。
　図１に示すように、外部装置２は、表示パネル２ａ（表示部）を備える。表示パネル２
ａは、液晶パネルや、有機ＥＬパネル等の情報を表示するパネルである。
【００２９】
　ところで、上述したように、制御部１０は、読取部１３から入力されるデータに基づい
て、画像ファイルを生成し、記憶部１１に記憶する。ここで、本実施形態に係る媒体処理
装置１では、画像ファイル等のファイルについて、ファイルサイズの上限（以下、「サイ
ズ上限」という。）が規定されており、サイズ上限を超えるファイルサイズのファイルは
、記憶部１１への記憶が禁止される。上述したように、本実施形態に係る媒体処理装置１
は、大型の読取媒体を読み取り対象とすることが可能であり、大型の読取媒体を読み取り
対象とする場合、読み取り結果に基づいて１つの画像ファイルを生成する場合、生成した
画像ファイルのファイルサイズがサイズ上限を超える場合が生じ得る。
　以上を踏まえ、媒体処理装置１は、読取媒体の読み取りに際し、以下の処理を実行する
。
【００３０】
　図２のフローチャートＦＡは、媒体処理装置１の動作を示すフローチャートである。
　媒体処理装置１は、フローチャートＦＡの処理を、インストールされたプログラムの機
能により実行する。すなわち、プログラムは、媒体処理装置１にフローチャートＦＡの処
理を実行させる。
　図２のフローチャートＦＡの開始時点では、媒体処理装置１に読取媒体がセットされた
状態である。また、本実施形態では、ユーザーは、複数の読取解像度から、１つの読取解
像度を選択できる。そして、図２のフローチャートＦＡの開始時点では、ユーザーにより
読取解像度が選択された状態である。また、図２のフローチャートＦＡの開始時点では、
読み取り対象とするライン方向の範囲（以下、「読取範囲」という。）が、ユーザーによ
り指定された状態である。
【００３１】
　読取媒体の読み取りの開始に応じて、搬送部１２は、媒体処理装置１に装着された読取
媒体を搬送方向に搬送し、読取部１３は、搬送部１２により搬送される読取媒体の読み取
りを実行する。読取部１３は、ＣＩＳモジュールの読み取り結果に基づいて、ラインごと
の画像データ（以下、「ライン画像データ」という。）を制御部１０に出力する。ライン
画像データは、ライン方向に対応する方向に一列に延びるドットのデータである。ライン
画像データを構成する各ドットは、ＲＧＢ系の各色の色成分を所定階調の階調値として保
持する。ライン画像データのサイズは、ユーザーにより選択された解像度、及び、ユーザ
ーにより指定された読取範囲に応じて定まる。ライン画像データは、「読取データ」に相
当する。
【００３２】
　制御部１０は、１つの読取媒体に対する読み取りを、１つのジョブとして管理する。
　図２のフローチャートＦＡに示すように、制御部１０は、読取媒体の読み取りの開始に
応じて、読取媒体の読み取りをジョブとして管理し、ジョブ識別情報を生成する（ステッ
プＳＡ１）。制御部１０は、ジョブ識別情報の値を、ジョブごとに一意な値とする。
　読取媒体の読み取りに応じて、制御部１０は、読取部１３から入力されるライン画像デ
ータを取得する（ステップＳＡ２）。
　次いで、制御部１０は、ステップＳＡ１で取得したライン画像データを、画像バッファ
ーＢＦに展開する（ステップＳＡ３）。画像バッファーＢＦは、ＲＡＭ等のワークメモリ
ーとして機能する記憶読取媒体の記憶領域に形成されたバッファーである。
【００３３】
　図３は、画像バッファーＢＦを、説明に適した態様で模式的に示す図である。
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　図３に示すように、画像バッファーＢＦには、ライン画像データを、方向Ｙ１に向かっ
て順番に展開可能である。
　ステップＳＡ２において、制御部１０は、ステップＳＡ１で取得したライン画像データ
を、直前に画像バッファーＢＦに展開したライン画像データの次の領域に展開する。
【００３４】
　次いで、制御部１０は、画像バッファーＢＦに展開したライン画像データの個数（以下
、「ライン数」という。）が、ライン上限数に至ったか否かを判別する（ステップＳＡ４
）。
　ライン上限数の値は、画像バッファーＢＦに展開したライン画像データのそれぞれに基
づいて画像ファイルを生成した場合に、生成される画像ファイルのファイルサイズが、サ
イズ上限に近接し、かつ、サイズ上限を超えない値とされる。従って、画像バッファーＢ
Ｆに展開されたライン上限数のライン画像データに基づいて画像ファイルが生成された場
合、生成された画像ファイルのファイルサイズは、サイズ上限に近似し、かつ、サイズ上
限を超えない。
　上述したように、ライン画像データのサイズは、読取解像度と読取範囲との組み合わせ
によって異なる。従って、ライン上限数の値は、読取解像度と読取範囲との組み合わせに
応じて異なる。そして、読取解像度と読取範囲との組み合わせごとに、事前に、ライン上
限数が適切に規定される。ステップＳＡ４において、制御部１０は、画像バッファーＢＦ
に展開したライン画像データのライン数と、読取解像度と読取範囲との組み合わせに対応
するライン上限数とを比較し、ライン数が、ライン上限数に至ったか否かを判別する。
【００３５】
　ステップＳＡ４において、ライン数が、ライン上限数に至っていないと判別した場合（
ステップＳＡ４：ＮＯ）、制御部１０は、ステップＳＡ２で取得したライン画像データが
、読取部１３が読取媒体の読み取りに応じて出力する最後のライン画像データ（以下、「
最終ライン画像データ」という。）か否かを判別する（ステップＳＡ５）。制御部１０は
、ジョブごとに、読取部１３による読取媒体の読み取りの状況を管理し、管理の結果に基
づいて、ステップＳＡ５の処理を実行する。
【００３６】
　ステップＳＡ２で取得したライン画像データが最終ライン画像データではない場合（ス
テップＳＡ５：ＮＯ）、制御部１０は、処理手順をステップＳＡ２へ移行する。
【００３７】
　ステップＳＡ２で取得したライン画像データが最終ライン画像データの場合（ステップ
ＳＡ５：ＹＥＳ）、制御部１０は、現時点で、画像バッファーＢＦに展開されている全て
のライン画像データに基づいて、画像ファイルを生成する（ステップＳＡ６）。ステップ
ＳＡ６において、制御部１０は、圧縮処理、その他の必要な画像処理を実行して、所定の
ファイル形式の画像ファイルを生成する。
　次いで、制御部１０は、ステップＳＡ６で生成した画像ファイルを記憶部１１に記憶す
る（ステップＳＡ７）。画像ファイルを記憶部１１に記憶する処理については後に詳述す
る。
　次いで、制御部１０は、画像バッファーＢＦをバッファークリアーし（ステップＳＡ８
）、処理手順をステップＳＡ１３へ移行する。
【００３８】
　一方、ステップＳＡ４において、ライン数が、ライン上限数に至ったと判別した場合（
ステップＳＡ４：ＹＥＳ）、制御部１０は、画像バッファーＢＦに展開されている全ての
ライン画像データに基づいて、画像ファイルを生成する（ステップＳＡ９）。
　次いで、制御部１０は、ステップＳＡ９で生成した画像ファイルを記憶部１１に記憶す
る（ステップＳＡ１０）。画像ファイルを記憶部１１に記憶する処理については後に詳述
する。
　次いで、制御部１０は、画像バッファーＢＦをバッファークリアーする（ステップＳＡ
１１）。
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　次いで、制御部１０は、ステップＳＡ２で取得したライン画像データが最終ライン画像
データか否かを判別する（ステップＳＡ１２）。
　ライン画像データが最終ライン画像データではない場合（ステップＳＡ１２：ＮＯ）、
制御部１０は、処理手順をステップＳＡ２へ移行する。
　ライン画像データが最終ライン画像データの場合（ステップＳＡ１２：ＹＥＳ）、制御
部１０は、処理手順をステップＳＡ１３へ移行する。
【００３９】
　ステップＳＡ１３において、制御部１０は、サムネイル画像ファイル生成処理を実行す
る。
　詳述すると、ステップＳＡ１３において、制御部１０は、ステップＳＡ１～ステップＳ
Ａ１２の処理により生成した１又は複数の画像ファイルのそれぞれについて、各画像ファ
イルに記録された画像のサムネイル画像（以下、「個別サムネイル画像」という。）を生
成する。
　次いで、制御部１０は、生成した個別サムネイル画像のそれぞれを結合したサムネイル
画像（以下、「結合サムネイル画像」という。）を生成し、生成した結合サムネイル画像
が記録されたサムネイル画像データを生成する。サムネイル画像データは、ファイルサイ
ズが十分に小さいデータであり、サムネイル画像データのファイルサイズは、サイズ上限
を下回る。
　制御部１０は、結合サムネイル画像の生成に際し、隣接する個別サムネイル画像の境界
に、境界を示す破線の画像（以下、「破線画像」という。）を記録する。
【００４０】
　図４は、ステップＳＡ１３のサムネイル画像ファイル生成処理により生成される結合サ
ムネイル画像の一例である結合サムネイル画像Ｇ１を、説明に適した態様で模式的に示す
図である。
　図４で示す結合サムネイル画像Ｇ１は、３つの個別サムネイル画像Ｇ２ａ、Ｇ２ｂ、及
び、Ｇ２ｃが結合されて生成された画像である。
　図４に示すように、個別サムネイル画像Ｇ２ａと、個別サムネイル画像Ｇ２ｂとの境界
には、これら画像の境界を示す破線画像Ｇ３ａが記録される。また、個別サムネイル画像
Ｇ２ｂと個別サムネイル画像Ｇ２ｃとの境界には、これら画像の境界を示す破線画像Ｇ３
ｂが記録される。
　破線画像は、「複数の画像ファイルの境界を示す画像」に相当する。
【００４１】
　ステップＳＡ１３のサムネイル画像ファイル生成処理でサムネイル画像データを生成し
た後、制御部１０は、生成したサムネイル画像データを記憶部１１に記憶する（ステップ
ＳＡ１４）。サムネイル画像データを記憶部１１に記憶する処理については後に詳述する
。
　ステップＳＡ１３の処理後、制御部１０は、処理を終了する。
【００４２】
　以上のように、本実施形態では、制御部１０は、画像ファイルの生成に際し、１つの画
像ファイルを生成した場合における画像ファイルのファイルサイズがサイズ上限を超える
場合には、各画像ファイルのファイルサイズがサイズ上限を下回るように分割された複数
の画像ファイルを生成する。このような処理が行われるため、読取部１３による読取媒体
の読み取り結果について、損失を発生させることなく、読み取り結果に基づく画像ファイ
ルを記憶部１１に記憶することができる。
【００４３】
　次に、制御部１０が、画像ファイル、及び、サムネイル画像ファイルを記憶部１１に記
憶するときの処理について説明する。以下の説明では、図２のフローチャートＦＡの処理
が行われた結果、分割された複数の画像ファイルが生成されているものとする。
　本実施形態では、画像ファイルを記憶部１１に記憶させる処理について、動作モードＭ
１、動作モードＭ２の２個の動作モードがある。ユーザーは、事前に動作モードを選択で
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きる。以下、動作モードごとに制御部１０の処理について説明する。
【００４４】
＜動作モードＭ１＞
　動作モードが動作モードＭ１の場合、制御部１０は、以下の処理を実行する。
　制御部１０は、画像ファイルの記憶部１１への記憶に際し、画像ファイルのそれぞれの
ファイル名について、以下のルールで名称を付与する。すなわち、制御部１０は、画像フ
ァイルのファイル名を、「ジョブ識別情報」と、「区切文字」と、「画像ファイルが生成
された順番を表す数字」との組み合わせとする。
　例えば、ジョブ識別情報が、「Ｊ０１」であり、区切文字が、「－」（ハイフン）であ
り、画像ファイルが生成された順番を表す数字が、「１」を初期値として、画像ファイル
が生成された順番に応じて値がインクリメントされる整数（１０進数）であるものとする
。また、画像ファイルが３つ生成されているものとする。この場合、制御部１０は、１番
目に生成された画像ファイルにファイル名：「Ｊ０１－１」を付与し、２番目に生成され
た画像ファイルにファイル名：「Ｊ０１－２」を付与し、３番目に生成された画像ファイ
ルにファイル名：「Ｊ０１－３」を付与する。
　次いで、制御部１０は、ファイル名を付与した画像ファイルのそれぞれを、記憶部１１
に記憶する。なお、動作モードＭ１では、画像ファイルのそれぞれは、必ずしも、記憶部
１１の記憶領域に連続して記憶されなくてもよい。
【００４５】
　さらに、制御部１０は、生成したサムネイル画像データについて、ファイル名として、
「ジョブ識別情報」と、「区切文字」と、「サムネイル画像データであることを示す情報
」との組み合わせからなる名称を付与する。例えば、ジョブ識別情報が、「Ｊ０１」であ
り、区切文字が、「－」であり、サムネイル画像データであることを示す情報が「ＳＧ」
であるものとする。この場合、制御部１０は、サムネイル画像データに、ファイル名：「
Ｊ０１－ＳＧ」を付与する。
　次いで、制御部１０は、ファイル名を付与したサムネイル画像データを、記憶部１１に
記憶する。
【００４６】
　動作モードＭ１では、画像ファイルのそれぞれが、ファイル名に、ジョブごとに一意な
値のジョブ識別情報を含む。従って、ジョブ識別情報をキーワードとして、１つの読取媒
体の読み取り結果に基づいて分割して生成された画像ファイルのそれぞれを管理できる。
また、画像ファイルのそれぞれが、ファイル名に、画像ファイルが生成された順番を表す
数字を含む。このため、画像ファイルのファイル名に基づいて、画像ファイルが何番目に
生成された画像ファイルであるかを認識できる。
【００４７】
　なお、動作モードＭ１において、最後に生成された画像ファイルについては、ファイル
名の「画像ファイルが生成された順番を表す数字」を、最後に生成された画像ファイルで
あることを示す情報（例えば、「９９」。）としてもよい。これにより、画像ファイルの
ファイル名に基づいて、最後に生成された画像ファイルを的確に認識できる。
【００４８】
＜動作モードＭ２＞
　動作モードが動作モードＭ２の場合、制御部１０は、以下の処理を実行する。
　制御部１０は、画像ファイルのそれぞれについて、画像ファイルが生成された順番で、
記憶部１１の記憶領域に連続して記憶する。
　次いで、制御部１０は、画像ファイルが記憶された記憶領域に連続する記憶領域に、サ
ムネイル画像データを記憶する。
　次いで、制御部１０は、画像ファイルのそれぞれについて、画像ファイルが記憶された
記憶領域の先頭アドレスと、末尾アドレスとを取得する。さらに、制御部１０は、サムネ
イル画像データが記憶された記憶領域の先頭アドレスと、末尾アドレスとを取得する。
　次いで、制御部１０は、画像ファイルのそれぞれについて、ジョブ識別情報と対応付け
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て、先頭アドレス、及び、末尾アドレスを記憶する。さらに、制御部１０は、サムネイル
画像データについて、ジョブ識別情報と対応付けて、先頭アドレス、及び、末尾アドレス
を記憶する。
　動作モードＭ２によれば、ジョブ識別情報と対応付けて、生成された複数の画像ファイ
ルのそれぞれ、及び、生成されたサムネイル画像データを対応付けて管理できる。
【００４９】
　次に、媒体処理装置１の別の処理について説明する。
　媒体処理装置１は、１つのジョブにおいて分割して生成した複数の画像ファイルに基づ
いて、複数の画像ファイルに記録された画像を結合して印刷出力する機能を有する。
　以下、外部装置２の要求に応じて、媒体処理装置１が画像を印刷出力する場合を例にし
て、媒体処理装置１の動作について説明する。
　なお、外部装置２は、上述したように、媒体処理装置１にＵＳＢケーブル等で、直接、
接続された装置でもよく、媒体処理装置１とローカルエリアネットワークを介して接続さ
れた装置でもよく、媒体処理装置１とインターネットを含むグローバルネットワークを介
して接続された装置でもよい。
【００５０】
　図５は、外部装置２、及び、媒体処理装置１の動作を示すフローチャートである。図５
において、フローチャートＦＢは外部装置２の動作を示し、フローチャートＦＣは媒体処
理装置１の動作を示す。
　外部装置２は、フローチャートＦＢの処理を、インストールされたプログラムの機能に
より実行する。すなわち、プログラムは、外部装置２にフローチャートＦＢの処理を実行
させる。媒体処理装置１は、フローチャートＦＣの処理を、インストールされたプログラ
ムの機能により実行する。すなわち、プログラムは、媒体処理装置１にフローチャートＦ
Ｃの処理を実行させる。
【００５１】
　外部装置２は、ユーザーに対して、ジョブ識別情報を入力するユーザーインターフェー
スを提供する機能を有する。ユーザーは、当該ユーザーインターフェースに、印刷出力さ
せようとする画像に対応するジョブのジョブ識別情報を入力する（ステップＳ１）。ジョ
ブ識別情報は、所定の方法で、ユーザーに通知される。
　図５のフローチャートＦＢに示すように、ユーザーによるジョブ識別情報の入力に応じ
て、外部装置２は、ジョブ識別情報を取得する（ステップＳＢ１）。
　次いで、外部装置２は、印刷指示コマンドを生成し、媒体処理装置１に送信する（ステ
ップＳＢ２）。
　印刷指示コマンドは、ステップＳＢ１で取得したジョブ識別情報を含む。印刷指示コマ
ンドは、当該コマンドが含むジョブ識別情報のジョブで生成された画像ファイルに基づく
画像の印刷出力を指示する制御コマンドである。
【００５２】
　図５のフローチャートＦＣに示すように、媒体処理装置１の制御部１０は、通信部１４
を制御して、印刷指示コマンドを受信する（ステップＳＣ１）。
【００５３】
　次いで、制御部１０は、ステップＳＣ１で受信した印刷指示コマンドに含まれるジョブ
識別情報のジョブに対応する画像ファイルのそれぞれを検索して取得する（ステップＳＣ
２）。
　画像ファイルを記憶するときの動作モードが動作モードＭ１の場合、制御部１０は、ス
テップＳＣ２で以下の処理を実行する。すなわち、制御部１０は、ジョブ識別情報をキー
ワードとして、ファイル名に、ジョブ識別情報が含まれる画像ファイルを検索し、取得す
る。上述したように、動作モードＭ１で記憶された画像ファイルのファイル名には、ジョ
ブ識別情報が含まれるため、上述した処理により、ジョブ識別情報のジョブに対応する全
ての画像ファイルを的確に検索できる。
　画像ファイルを記憶するときの動作モードが動作モードＭ２の場合、制御部１０は、ス



(12) JP 6922250 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

テップＳＣ２で以下の処理を実行する。すなわち、制御部１０は、画像ファイルのそれぞ
れについて、ステップＳＣ１で受信した印刷指示コマンドに含まれるジョブ識別情報の値
と同一の値のジョブ識別情報と対応付けて記憶された先頭アドレスと末尾アドレスとの組
み合わせのそれぞれを取得する。次いで、制御部１０は、先頭アドレスと末尾アドレスと
の組み合わせによって規定される記憶領域に記憶された画像ファイルのそれぞれを取得す
る。上述したように動作モードＭ２で記憶された画像ファイルは、記憶された記憶領域の
先頭アドレスと末尾アドレスとがジョブ識別情報と対応付けて記憶されるため、上述した
処理により、ジョブ識別情報のジョブに対応する全ての画像ファイルを的確に検索できる
。
【００５４】
　次いで、制御部１０は、ステップＳＣ２で取得した画像ファイルのそれぞれに基づいて
、画像を印刷する（ステップＳＣ３）。ステップＳＣ３において、制御部１０は、印刷部
１５を制御して、画像ファイルが生成された順番で、連続して、画像ファイルに基づく画
像の印刷を実行する。この結果、複数の画像ファイルのそれぞれに記録された画像が結合
されて印刷出力される。ステップＳＣ３で印刷された画像は、対応するジョブで読み取ら
れた画像と同一性を有する。
　なお、画像ファイルを記憶するときの動作モードが動作モードＭ１の場合、画像ファイ
ルのファイル名に「画像ファイルが生成された順番を表す数字」が含まれる。ステップＳ
Ｃ３において、制御部１０は、画像ファイルのファイル名に含まれる「画像ファイルが生
成された順番を表す数字」に基づいて、画像ファイルが生成された順番を認識する。
　また、画像ファイルを記憶するときの動作モードが動作モードＭ２の場合、画像ファイ
ルは、記憶部１１の記憶領域に、生成された順番で連続して記憶される。ステップＳＣ３
において、制御部１０は、記憶領域に記憶された順番に基づいて、画像ファイルが生成さ
れた順番を認識する。
【００５５】
　次に、媒体処理装置１の別の処理について説明する。
　媒体処理装置１は、１つのジョブにおいて分割して生成した複数の画像ファイルに基づ
いて、複数の画像ファイルに記録された画像を結合して表示出力する機能を有する。
　以下、外部装置２の要求に応じて、外部装置２に対して媒体処理装置１が画像を表示出
力する場合を例にして、媒体処理装置１の動作について説明する。
　以下の例では、媒体処理装置１が、外部装置２に画像を表示出力する場合を例にして、
媒体処理装置１の動作を説明するが、媒体処理装置１が表示手段を有し、当該表示手段に
画像を表示する構成でもよい。
【００５６】
　図６は、外部装置２、及び、媒体処理装置１の動作を示すフローチャートである。図６
において、フローチャートＦＤは外部装置２の動作を示し、フローチャートＦＥは媒体処
理装置１の動作を示す。
　外部装置２は、フローチャートＦＤの処理を、インストールされたプログラムの機能に
より実行する。すなわち、プログラムは、外部装置２にフローチャートＦＤの処理を実行
させる。媒体処理装置１は、フローチャートＦＥの処理を、インストールされたプログラ
ムの機能により実行する。すなわち、プログラムは、媒体処理装置１にフローチャートＦ
Ｅの処理を実行させる。
【００５７】
　外部装置２は、ユーザーに対して、ジョブ識別情報を入力するユーザーインターフェー
スを提供する機能を有する。ユーザーは、当該ユーザーインターフェースに、表示出力さ
せようとする画像に対応するジョブのジョブ識別情報を入力する（ステップＳ２）。ジョ
ブ識別情報は、所定の方法で、ユーザーに通知される。
　図６のフローチャートＦＢに示すように、ユーザーによるジョブ識別情報の入力に応じ
て、外部装置２は、ジョブ識別情報を取得する（ステップＳＤ１）。
　次いで、外部装置２は、表示指示コマンドを生成し、媒体処理装置１に送信する（ステ
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ップＳＤ２）。
　表示指示コマンドは、ステップＳＤ１で取得したジョブ識別情報を含む。表示指示コマ
ンドは、当該コマンドが含むジョブ識別情報のジョブで生成された画像ファイル、及び、
サムネイル画像データに基づく画像の印刷出力を指示する制御コマンドである。
【００５８】
　図６のフローチャートＦＥに示すように、媒体処理装置１の制御部１０は、通信部１４
を制御して、表示指示コマンドを受信する（ステップＳＥ１）。
【００５９】
　次いで、制御部１０は、ステップＳＥ１で受信した表示指示コマンドに含まれるジョブ
識別情報のジョブに対応する画像ファイルのそれぞれを検索して取得する（ステップＳＥ
２）。制御部１０は、上述した方法で、画像ファイルを取得する。
　次いで、制御部１０は、ステップＳＥ１で受信した表示指示コマンドに含まれるジョブ
識別情報のジョブに対応するサムネイル画像データを検索して取得する（ステップＳＥ３
）。
　サムネイル画像データを記憶するときの動作モードが動作モードＭ１の場合、制御部１
０は、ステップＳＥ３で以下の処理を実行する。すなわち、制御部１０は、ジョブ識別情
報をキーワードとして、ファイル名に、ジョブ識別情報が含まれるサムネイル画像データ
を検索し、取得する。上述したように、動作モードＭ１で記憶されたサムネイル画像デー
タのファイル名には、ジョブ識別情報が含まれるため、上述した処理により、ジョブ識別
情報のジョブに対応するサムネイル画像データを的確に検索できる。
　画像ファイルを記憶するときの動作モードが動作モードＭ２の場合、制御部１０は、ス
テップＳＣ２で以下の処理を実行する。すなわち、制御部１０は、ステップＳＣ１で受信
した表示指示コマンドに含まれるジョブ識別情報の値と同一の値のジョブ識別情報と対応
付けて記憶されたサムネイル画像データの先頭アドレスと末尾アドレスとの組み合わせの
それぞれを取得する。次いで、制御部１０は、先頭アドレスと末尾アドレスとの組み合わ
せによって規定される記憶領域に記憶されたサムネイル画像データを取得する。上述した
ように動作モードＭ２で記憶されたサムネイル画像データは、記憶された記憶領域の先頭
アドレスと末尾アドレスとがジョブ識別情報と対応付けて記憶されるため、上述した処理
により、ジョブ識別情報のジョブに対応するサムネイル画像データを的確に検索できる。
【００６０】
　次いで、制御部１０は、ステップＳＥ２で取得した画像ファイルのそれぞれ、及び、ス
テップＳＥ３で取得したサムネイル画像データに基づいて、表示画面Ｑ１（図７）を表示
させる描画データを生成する（ステップＳＥ４）。描画データは、表示画面Ｑ１に表示さ
れる情報を有する。描画データは、外部装置２と媒体処理装置１との間で行われる通信で
使用される通信規格に従った、所定のフォーマットのデータである。
　次いで、制御部１０は、通信部１４を制御して、ステップＳＥ４で生成した描画データ
を、外部装置２に送信する（ステップＳＥ５）。
【００６１】
　図６のフローチャートＦＤに示すように、外部装置２は、描画データを受信する（ステ
ップＳＤ３）。
　次いで、外部装置２は、ステップＳＤ３で受信した描画データに基づいて、表示画面Ｑ
１を表示パネル２ａに表示させる（ステップＳＤ４）。
【００６２】
　図７は、表示画面Ｑ１を示す図である。
　図７に示すように、表示画面Ｑ１は、サムネイル画像表示領域ＡＲ１を有する。サムネ
イル画像表示領域ＡＲ１には、ステップＳＥ３で制御部１０が取得したサムネイル画像デ
ータに基づく結合サムネイル画像が表示される。ユーザーは、サムネイル画像表示領域Ａ
Ｒ１に表示された結合サムネイル画像を視認することにより、的確に、対応するジョブで
読み取られた媒体の画像の全体を的確に認識できる。また、上述したように、結合サムネ
イル画像には、隣接する個別サムネイル画像の境界に、境界を示す破線画像が記録される
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。このため、ユーザーは、分割された画像ファイルのそれぞれに記録された画像を的確に
認識できる。なお、破線は、境界を示す場合に広く用いられているため、破線画像は、境
界を示す画像として適切である。
【００６３】
　図７に示すように、表示画面Ｑ１は、結合画像表示領域ＡＲ２を有する。結合画像表示
領域ＡＲ２には、ステップＳＥ２で制御部１０が取得した画像ファイルのそれぞれに記録
された画像が結合された画像が表示される。結合画像表示領域ＡＲ２に表示された画像は
、対応するジョブで読み取られた画像と同一性を有する。なお、結合画像表示領域ＡＲ２
への画像の表示に際し、解像度を調整する処理等は、既存の技術により適切に行われる。
　ユーザーは、結合画像表示領域ＡＲ２に表示された画像を視認することにより、対応す
るジョブで読み取られた媒体の画像の詳細を的確に認識できる。
【００６４】
　以上説明したように、本実施形態に係る媒体処理装置１（読取装置）は、データを記憶
する記憶部１１と、読取媒体（媒体）を搬送する搬送部１２と、搬送部１２に搬送される
読取媒体を光学的に読み取る読取部１３と、読取部１３による読取媒体の読み取りに応じ
て、読み取り結果に基づくライン画像データ（読取データ）を取得し、取得したライン画
像データに基づいて画像ファイルを生成し、生成した画像ファイルを記憶部１１に記憶さ
せる制御部１０と、を備える。制御部１０は、画像ファイルを生成する際に、ファイルサ
イズが、サイズ上限を下回るように分割された複数の画像ファイルを生成し、生成した複
数の画像ファイルを関連付けて記憶部１１に記憶させる機能を有する。
　この構成によれば、媒体処理装置１は、読取部１３による読取媒体の読み取り結果につ
いて、損失を発生させることなく、読み取り結果に基づく画像ファイルであって、ファイ
ルサイズがサイズ上限を下回る画像ファイルを記憶部１１に記憶することができる。すな
わち、媒体処理装置１は、画像ファイルのファイルサイズに上限が設けられていることに
対応する処理を実行できる。
【００６５】
　また、本実施形態では、制御部１０は、関連付けた複数の画像ファイルに基づいて、複
数の画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して出力する機能を有する。
　この構成によれば、媒体処理装置１は、画像ファイルが、複数、生成された場合に、複
数の画像ファイルに基づいて、読取部１３により読み取られた画像と同一性を有する画像
を出力できる。
【００６６】
　また、本実施形態では、制御部１０は、関連付けた複数の画像ファイルに基づいて、複
数の画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して印刷出力する機能を有する。
　この構成によれば、媒体処理装置１は、画像ファイルが、複数、生成された場合に、複
数の画像ファイルに基づいて、読取部１３により読み取られた画像と同一性を有する画像
を印刷出力できる。
【００６７】
　また、本実施形態では、制御部１０は、関連付けた複数の画像ファイルに基づいて、複
数の画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して表示出力する機能を有する。
　この構成によれば、媒体処理装置１は、画像ファイルが、複数、生成された場合に、複
数の画像ファイルに基づいて、読取部１３により読み取られた画像と同一性を有する画像
を表示出力できる。
【００６８】
　また、本実施形態では、制御部１０は、読取部１３による読取媒体の読み取りに基づい
て、読取媒体に記録された画像に対応するサムネイル画像が記録されたサムネイル画像デ
ータを生成し、生成した画像ファイルと関連付けて記憶部１１に記憶させる。
　この構成によれば、制御部１０は、記憶部１１に記憶させたサムネイル画像データに基
づいて、サムネイル画像データを利用した処理を実行できる。
【００６９】
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　また、本実施形態では、分割された複数の画像ファイルを生成する場合、サムネイル画
像データに記録されたサムネイル画像に、複数の画像ファイルの境界を示す画像を記録す
る。
　この構成によれば、媒体処理装置１は、サムネイル画像データに基づいて結合サムネイ
ル画像を表示出力する場合において、画像ファイルと画像ファイルとの境界を明示するこ
とができる。
【００７０】
　また、本実施形態では、複数の画像ファイルの境界を示す画像は、破線である。
　この構成によれば、境界を表す場合に広く用いられる破線を利用して、画像ファイルの
境界を的確に明示できる。
【００７１】
　また、本実施形態では、制御部１０は、動作モードＭ１の場合、複数の画像ファイルの
それぞれのファイル名に関連性を持たせることにより、複数の画像ファイルを関連付ける
。
　この構成によれば、制御部１０は、ファイル名の関連性に基づいて、読取部１３の読み
取り結果に基づいて分割して生成された複数の画像ファイルを関連付けて管理できる。
【００７２】
　また、本実施形態では、制御部１０は、複数の画像ファイルのそれぞれのファイル名に
、複数の画像ファイルに共通する情報を含めることにより、複数の画像ファイルのそれぞ
れのファイル名に関連性を持たせる。
　この構成によれば、制御部１０は、ファイル名に的確に関連性を持たせることができる
。
【００７３】
　また、本実施形態では、制御部１０は、複数の画像ファイルを、記憶部１１の記憶領域
に連続して記憶することにより、複数の画像ファイルを関連付ける。
　この構成によれば、制御部１０は、複数の画像ファイルが記憶部１１の記憶領域に連続
して記憶されることを利用して、読取部１３の読み取り結果に基づいて分割して生成され
た複数の画像ファイルを関連付けて管理できる。
【００７４】
　また、本実施形態では、外部装置２（制御装置）は、読取媒体（媒体）を光学的に読み
取る媒体処理装置１の読み取り結果に基づいて、ファイルサイズが、サイズ上限を下回る
ように分割されて生成された複数の画像ファイルに基づく描画データを取得し、取得した
描画データに基づいて、複数の画像ファイルのそれぞれに記録された画像を結合して表示
部２ａに表示させる。
　この構成によれば、外部装置２は、媒体処理装置１により複数の画像ファイルが生成さ
れた場合において、媒体処理装置１により読み取られた画像と同一性を有する画像を表示
できる。
【００７５】
　また、本実施形態では、描画データは、媒体処理装置１で読み取った画像のサムネイル
画像に関する情報を含み、外部装置２は、描画データに基づいて、サムネイル画像を表示
部２ａに表示させる。
　この構成によれば、ユーザーは、媒体処理装置１の読み取り結果に基づく画像のサムネ
イル画像を参照できる。
【００７６】
　また、本実施形態では、外部装置２は、描画データに基づいてサムネイル画像を表示す
る際、複数の画像ファイルの境界を示す画像を表示する。
　この構成によれば、外部装置２は、サムネイル画像を表示する場合において、画像ファ
イルと画像ファイルとの境界を明示することができる。
【００７７】
　なお、上述した実施の形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の



(16) JP 6922250 B2 2021.8.18

10

20

範囲内で任意に変形および応用が可能である。
　例えば、上述した実施形態では、固定した状態のＣＩＳモジュールを含む読取機構に対
して、読取媒体を相対的に移動させて光学的な読み取りを実行するラインタイプの媒体処
理装置１（読取装置）を例にして本発明を説明した。しかしながら、本発明は、固定した
状態の読取媒体に対して、読取機構を走査させて光学的な読み取りを実行するシリアルタ
イプの媒体処理装置１についても適用可能である。すなわち、本発明は、光学的な読み取
りを行い、読み取り結果に基づいて画像ファイルを生成する読取装置に広く適用可能であ
る。
　また例えば、上述した実施形態では、媒体処理装置１の印刷形式はインクジェット形式
であったが、媒体処理装置１の印刷形式は何でもよい。
　また、図を用いて説明した機能ブロックは、本願発明を理解容易にするために、各装置
の機能構成を主な処理内容に応じて分類して示した概略図である。各装置の構成は、処理
内容に応じて、さらに多くの構成要素に分類することもできる。また、１つの構成要素が
さらに多くの処理を実行するように分類することもできる。また、各構成要素の処理は、
１つのハードウェアで実行されてもよいし、複数のハードウェアで実行されてもよい。ま
た、各構成要素の処理は、１つのプログラムで実現されてもよいし、複数のプログラムで
実現されてもよい。
　また、図で示したフローチャートの処理単位は、各装置の処理を理解容易にするために
、主な処理内容に応じて分割したものである。処理単位の分割の仕方や名称によって、本
願発明が制限されることはない。各装置の処理は、処理内容に応じて、さらに多くの処理
単位に分割することもできる。また、１つの処理単位がさらに多くの処理を含むように分
割することもできる。また、同様の処理が行えれば、上記のフローチャートの処理順序も
、図示した例に限られるものではない。
【符号の説明】
【００７８】
　１…媒体処理装置（読取装置）、２…外部装置（制御装置）、２ａ…表示パネル（表示
部）、１０…制御部、１１…記憶部、１２…搬送部、１３…読取部、１４…通信部、１５
…印刷部。
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